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の基板に 3	mm 角から 5	mm 角のセルを複
数箇所作製することが多い。本研究室では、
ペロブスカイト太陽電池の新素材の検討など

































値が 2	mA 程度であれば、2.5	cm 角の透明
導電性基板のシート抵抗（<10	Ω/sq）の影
響を小さくできる。

















































μm、シート抵抗 12	Ω/sq）を、12	cm × 9	


































み 7	mm）を 7	cm 角にカットし設置した。
シリコンシートの自己粘着力により、ITO-
PEN フィルムを固定する方法を考えた。こ

















した。なお、12	cm × 9	cm では、基板の対
角線の長さは 15	cm、10	cm × 10	cm では、
14	cm である。ペロブスカイト成膜の均一性
の確認は、次のように行った。12	cm × 9	




1 基板につき 3	mm × 3	mm の金電極を
10 箇所蒸着し、各箇所 1 回ずつ電流電圧特
製の測定を行った。10	cm × 10	cm の塗布
基板の場合、1 枚当たり 2.5	cm 角セルを 15






























換効率の測定部位の説明(10 cm ×10 cm)サイズの
基板の場合）
4　 カイト膜の塗布とエネルギー変換













































（順方向）は、印加電圧を 0	V から 1.2	V に
変化させて測定した曲線、REVERSE（逆方










図 5 作製した 12cm×9cmのフィルム上に塗布した
ペロブスカイト膜 
図5　12	cm × 9	cm のフィルム上に塗布したペ
ロブスカイト膜
図 6 15cm x 9 cmフィルム基板で作製した太陽電池
と 2.5cm角ガラス基板で作製した太陽電池の光電
変換特性の比較 










































表１　□25 mm 角と □100 mm 角を塗布す
る場合のスピンコート条件の比較












19 秒後 100 秒後
貧溶媒滴下量 1000	μL 2000	μL
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